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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月18日(2015.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　以下、図３～図１４を参照して本発明の特徴的構成について、実施形態１～４に基づい
て説明する。なお、以下の実施形態では、固定子のティースに捲回されるコイルは分布巻
きとしている。したがって、図７～１０および図１３～１４で示す計算結果は、分布巻き
に対するものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　上記の実施形態１～４の説明をまとめると以下の通りである。本発明では、ティースの
先端部の形状とスロットの開口幅とを周方向にＦ回（ただしＦは２以上の自然数）周期的
に変化させることにより、周期境界条件を変えることなく、振動・騒音に影響する接線方
向電磁加振力高調波の振幅を低減できる。上記では説明していないが、８極１２スロット
あるいは１０極１２スロットの回転電機においても、本発明による回転電機の構成が適用
できることが分かっている。
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